
平成 28 年度事業計画書 
［Ⅰ］学術講演会および研究発表会などの開催 

1. 第 61 回日本生殖医学会学術講演会 

 会 長 市川 智彦 

（千葉大学大学院医学研究院泌尿器科学 教授） 

 会 期 平成 28 年 11 月 3 日（木）、4 日（金） 5 日（土）* 

                                                  *市民公開講座 

       開催地 パシフィコ横浜 

 参加予定数 約 2,000 名 

 内 容 （1）特別講演 

 （2）招請講演 

 （3）会長講演 

 （4）教育講演 

 （5）ワークショップ・シンポジウム 

 （6）一般講演 

 （7）市民公開講座 

2. 講習会 

 生殖医療従事者講習会 3 回開催の予定 

   生殖医療コーディネーター講習会 1 回開催の予定 

 

［Ⅱ］機関誌の発行予定 

 日本生殖医学会雑誌 

名称 刊行予定 ページ数 発行部数 

日本生殖医学会雑誌 第 61 巻 1・2 号 約 80 4,900 

第 61 巻 3 号 約 80 4,900 

第 61 巻 4 号 約 350 5,200 

合計  4 号 約 510 14,400 

    

名称 刊行予定 ページ数 発行部数 

Reproductive 

Medicine and Biology 

Vol.15 No.2 約 60 5,700 

Vol.15 No.3 約 60 5,700 

Vol.15 No.4 約 60 5,700 

Vol.16 No.1 約 60 未定※ 

合計  4 号 約 240 17,100 

※電子化の予定有の為 

 

［Ⅲ］関連学会などとの連絡および協力 

1. 海外との学術交流 

   （1）IFFS への研究発表者の派遣 

   （2）第 61 回日本生殖医学会学術講演会への研究者の招聘 

   （3）国際不妊学会理事会・学術委員会への役員派遣 

   （4）WHO との連携（ICMART 派遣） 

   （5）アジア地区生殖医学会との連携 

   （6）その他 

2. 国内関連学会との学術交流、情報交換 

3. 各ブロック（各地方生殖医学会）との連携 

 

「Ⅳ」生殖医療専門医、生殖医療コーディネーターの認定と更新 

      認定研修施設・研修連携施設の認定 

   生殖医療専門医制度改定作業 

「Ⅴ」学術奨励賞審査及び授与、RMB 優秀論文賞審査及び授与 

「Ⅵ」Reproductive Medicine and Biology 電子化準備 

「Ⅶ」生殖医療の必修知識 2017 制作 

 


